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平
成
二
十
九
年
雲
南
市
議
会
の
六
月
定
例
会

が
九
日
か
ら
二
十
三
日
ま
で
の
日
程
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
開
会
に
あ
た
り
速
水
市
長
の
施
政
方

針
演
説
の
中
で
春
の
叙
勲
の
披
露
が
あ
り
ま
し

た
。
続
い
て
、
大
東
町
の
「
赤
川
ほ
た
る
保
存
会
」

が
環
境
大
臣
表
彰
、
加
茂
図
書
館
（
児
童
へ
読
み

聞
か
せ
を
行
っ
て
い
る
ラ
・
ブ
ッ
ク
の
皆
様
と
図

書
館
長
、
左
写
真
）
が
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受

け
た
と
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。
皆
様
の
永
年
の

ご
努
力
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。 

   

 

     

 

           

 

今
回
の
受
賞
に
併
せ
、
加
茂
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
か
ら
加
茂
図
書
館
に
対
し
、
昨
年
度
の
収
益
金

の
一
部
が
図
書
購
入
費
用
と
し
て
贈
ら
れ
ま
し

た
。 

 

定
例
会
で
は
補
正

予
算
（
下
表
）
の
審

議
が
行
わ
れ
た
ほ

か
、
農
業
委
員
会
委

員
十
九
人
の
任
命

を
全
会
一
致
で
同

意
決
議
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
健
康
づ
く

り
拠
点
整
備
事
業

で
は
加
茂
Ｂ
＆
Ｇ

海
洋
セ
ン
タ
ー
改

修
工
事
で
、
建
築
主

体
工
事
を
植
田
建

設
・
田
中
工
業
・
都

間
土
建
Ｊ
Ｖ
が
五

億
七
千
二
十
四
万

円
、
機
械
設
備
工
事

を
イ
マ
ッ
ク
ス
・
山
陰
ク
ボ
タ
・
木
次
設
備
Ｊ
Ｖ

が
一
億
九
千
三
百
三
十
二
万
円
と
決
定
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
い
よ
い
よ
今
夏
か
ら
加
茂
Ｂ

＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
の
温
水
プ
ー
ル
の
工
事
が

始
ま
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
な
お
、
工
事
期
間
中

は
体
育
館
も
利
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。 

 

そ
の
他
、
「
島
根
原
子
力
発
電
所
一
号
機
の
廃

止
措
置
（
廃
炉
）
計
画
の
認
可
」
に
つ
い
て
、
安

全
な
作
業
工
程
を
進
め
る
こ
と
を
前
提
に
同
意

し
ま
し
た
。 

   

六
月
十
七
日
か
ら
Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
豪
華
寝
台

列
車
「
瑞
風
」
の
運
行
が
始
ま
り
ま
し
た
。
瑞
風

に
は
五
つ
の
コ
ー
ス
が
設
定
さ
れ
て
お
り
、
雲
南

市
に
立
ち
寄
る
の
は
「
山
陽
山
陰
周
遊
二
泊
三
日
」

の
コ
ー
ス
で
す
。 

                    

 

二
十
二
日
の
朝
、
乗
客
を
乗
せ
た
瑞
風
バ
ス
が

初
め
て
雲
南
市
に
姿
を
現
し
ま
し
た
（
写
真
）
。

乗
客
は
二
十
一
日
午
前
、
京
都
を
出
発
し
山
陽
線

を
下
っ
て
下
関
へ
、
下
関
か
ら
山
陰
線
を
上
る
ル

ー
ト
で
夜
間
、
島
根
県
に
入
り
ま
し
た
。
午
前
六

時
前
に
浜
田
を
通
過
、
穏
や
か
な
日
本
海
を
見
な

が
ら
朝
食
、
そ
し
て
宍
道
に
八
時
二
十
二
分
に
到

着
。
宍
道
駅
か
ら
専
用
バ
ス
に
乗
り
換
え
て
雲
南

市
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。
市
内
の
周
遊
先
は
、
田

部
邸
土
蔵
群
→
菅
谷
た
た
ら
山
内
→
食
の
杜
で

昼
食
→
須
我
神
社
参
拝
→
神
楽
の
宿
で
す
。
乗
客

は
雲
南
市
を
堪
能
し
た
の
ち
、
松
江
の
明
々
庵
に

向
か
い
ま
し
た
。 

雲
南
・
松
江
両
市
の
滞
在
時
間
は
八
時
間
半
、

雲
南
市
へ
の
立
ち
寄
り
は
木
曜
日
と
な
っ
て
い

ま
す
（
運
行
の
な
い
週
も
あ
り
ま
す
）
。 

雲
南
市
内
は
バ
ス
に
よ
る
周
遊
で
あ
り
、
乗
客

が
買
い
物
を
す
る
機
会
や
施
設
へ
の
入
場
も
限

ら
れ
て
い
ま
す
。
従
っ
て
、
直
接
の
経
済
効
果
は

多
く
無
さ
そ
う
で
す
。
し
か
し
、
市
内
に
残
さ
れ

て
い
る
日
本
の
原
風
景
、
そ
し
て
市
民
の
皆
様
と

の
ふ
れ
あ
い
、
お
も
て
な
し
に
感
動
し
て
も
ら
う

こ
と
は
十
分
で
き
ま
す
。
再
び
雲
南
市
を
訪
れ
て

み
た
い
、
と
い
う
〝
目
に
見
え
な
い
経
済
効
果
〟

に
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

              

高
知
県
の
大
川
村
で
は
議
員
の
な
り
手
が
不

足
し
、
民
意
の
決
定
機
関
を
議
会
で
は
な
く
住
民

総
会
方
式
へ
の
変
更
を
検
討
し
始
め
た
と
の
報

道
が
あ
り
ま
す
。
大
川
村
は
人
口
が
約
四
百
名
の

小
さ
な
村
で
、
雲
南
市
の
約
百
分
の
一
と
小
さ
な

自
治
体
で
す
。
規
模
は
違
う
も
の
の
議
員
の
な
り

手
不
足
の
問
題
で
は
雲
南
市
も
同
様
で
す
。
昨
年

の
市
長
及
び
市
会
議
員
の
選
挙
も
結
果
的
に
は

無
投
票
に
な
っ
た
こ
と
で
、
議
員
定
数
の
あ
り
方

を
考
え
直
そ
う
と
の
機
運
も
出
て
き
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。 

一
般
的
に
言
わ
れ
る
こ
と
と
し
て
、
議
員
定
数

を
減
ら
し
て
一
人
当
た
り
の
議
員
報
酬
を
引
き

上
げ
、（
金
銭
的
に
）
魅
力
あ
る
職
業
に
し
て
い

く
と
い
う
考
え
方
で
す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
立
候

補
者
を
増
や
し
、
選
挙
の
洗
礼
を
受
け
る
仕
組
み

を
確
保
す
る
こ
と
で
議
会
制
民
主
主
義
を
守
っ

て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。 

 

受賞式に出席された皆様（左から星野、岸本、常松、高橋、嘉本、景山の各氏） 

議
会
の
あ
り
方
を
考
え
る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

主な６月補正 単位：千円

事　業　名 所　管 金　額
①健康づくり拠点開設準備事業 健康づくり政策課 4,524
②畜産酪収益力強化農補助金 林業畜産課 61,276
③高速道路整備関連事業 都市計画課 60,485

①加茂Ｂ＆Ｇ海洋センタープールを拠点に展開される運動プログラムの構築

②畜産・酪農収益力強化整備等特別対策事業施設整備事業補助金。

畜産クラスターを活用し収益力・生産基盤の強化を行う

③加茂バスストップ付近に設置予定のスマートインターチェンジへのアクセス

道路の測量設計

 
 
 
 
 
 
 
 

瑞
風 

議
会 

報
告 

発行人 中林たかし 

 

中林たかし事務所 

雲南市加茂町神原 838 

電兼 FAX 49-6373 

 

市役所前を通過して吉田町方面に向かう瑞風バス（6月 22日、午前 9時ごろ） 

市
議
会
六
月
定
例
会 

瑞
風
、
雲
南
市
デ
ビ
ュ
ー 

 

 

 

フェースブックしてます。 

お気軽にアクセスください。 
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そ
こ
で
、
議
員
定
数
以
外
に
議
会
の
あ
り
方
に

つ
い
て
も
選
択
肢
を
広
げ
て
考
え
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。
議
会
に
与
え
ら
れ
た
使
命
を
果
た
し
、

議
会
活
動
が
活
性
化
で
き
れ
ば
幸
い
で
す
。 

 ⑴
議
員
定
数
の
考
え
方
と
し
て
（
前
提
と
し
て
議

員
報
酬
全
体
の
総
額
を
現
行
通
り
と
し
て
）、 

① 

議
員
定
数
を
減
ら
す 

② 

議
員
定
数
を
増
や
す 

⑵
議
会
の
開
催
日
程
に
つ
い
て 

① 

平
日
の
夕
方
・
夜
に
開
催 

② 

土
日
の
日
中
に
開
催 

③ 

土
日
の
夕
方
・
夜
に
開
催 

⑶
前
項
⑴
と
⑵
の
ミ
ッ
ク
ス 

 

⑴
の
①
は
前
述
し
た
と
お
り
一
般
的
に
言
わ

れ
て
い
る
改
定
案
で
あ
り
、
ま
た
、
技
術
的
に
変

更
し
や
す
い
解
決
方
法
と
思
わ
れ
ま
す
。
た
だ
、

議
員
数
が
減
る
こ
と
で
幅
広
く
市
民
の
声
を
取

り
上
げ
る
と
い
う
点
で
は
、
開
か
れ
た
議
会
に
逆

行
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
⑴
の
②
は
、
な
り
手

不
足
の
現
状
で
は
意
味
が
薄
い
で
し
ょ
う
。 

一
方
、
⑵
の
①
、
②
、
③
は
、
私
た
ち
に
は
馴

染
み
が
少
な
い
方
式
で
す
が
、
①
の
よ
う
な
や
り

方
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
導
入
実
績
が
あ
り
ま
す
。

平
日
の
夕
方
・
夜
に
開
催
時
間
を
変
更
す
る
こ
と

で
、
日
中
仕
事
を
し
て
い
る
女
性
が
参
加
し
や
す

く
な
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。 

単
な
る
⑴
の
②
で
は
意
味
が
な
い
も
の
の
⑵

の
①
、
②
、
③
を
組
み
合
わ
せ
れ
ば
意
味
を
持
つ

よ
う
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
⑴
の
①

と
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
も
選
択
肢
の
一
つ
と
な

る
で
し
ょ
う
。 

た
だ
、
議
会
の
開
催
日
程
の
変
更
や
そ
れ
に
伴

う
開
催
日
を
変
更
す
る
と
な
る
と
、
行
政
側
の
シ

ス
テ
ム
を
変
更
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
も

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
⑵
は
立
候
補
者
の
多
様
性
に

寄
与
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

現
行
の
社
会
シ
ス
テ
ム
と
順
応
で
き
る
か
と
い

う
点
で
は
全
く
の
未
知
数
で
す
。 

 

そ
の
他
の
方
法
も
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
検

討
の
余
地
は
十
分
に
あ
る
と
言
え
ま
し
ょ
う
。 

   

中
林
た
か
し
は
、
六
月
議
会
で
➀
危
機
管
理
に

つ
い
て
、
②
林
業
の
育
成
策
に
つ
い
て
、
の
二
点

を
一
問
一
答
方
式
で
質
問
し
ま
し
た
。 

     

問 事
故
は
想
定
外
で
起
こ
る
。
市
民
生
活
に
係
る

危
機
管
理
に
つ
い
て
点
検
し
て
お
き
た
い
。
市
立

病
院
及
び
市
役
所
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続
計
画
）

の
策
定
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。 

答
（
病
院
事
務
部
長
・
統
括
危
機
管
理
官
） 

今
年
度
中
の
策
定
を
目
指
し
、
作
業
中
で
あ
る
。 

問 昭
和
三
十
九
年
、
加
茂
町
は
未
曽
有
の
集
中
豪

雨
に
よ
り
大
水
害
に
見
舞
わ
れ
た
。
危
険
個
所
の

点
検
や
災
害
時
の
対
応
は
十
分
か
。 

答
（
統
括
危
機
管
理
官
） 

土
砂
災
害
警
戒
区
域
（
イ
エ
ロ
ー
ゾ
ー
ン
）
は

市
内
に
三
千
七
百
か
所
あ
り
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

に
し
て
全
世
帯
に
配
布
し
て
い
る
。
今
後
、
レ
ッ

ド
ゾ
ー
ン
や
浸
水
想
定
区
域
も
含
め
て
改
訂
し

て
い
く
。
自
主
防
災
組
織
で
も
周
知
徹
底
を
お
願

い
し
た
い
。 

問 有
害
鳥
獣
駆
除
も
大
切
だ
が
、
誤
射
や
暴
発
に

よ
り
市
民
が
巻
き
込
ま
れ
て
は
な
ら
な
い
。
事
故

防
止
策
に
つ
い
て
伺
う
。 

答
（
農
林
振
興
部
長
） 

雲
南
市
有
害
鳥
獣
駆
除
班
に
対
し
、
事
故
防
止

の
徹
底
を
申
し
入
れ
て
い
る
。
関
係
団
体
と
協
議

を
重
ね
防
止
策
に
努
め
て
い
く
。 

問 市
道
に
隣
接
す
る
山
林
に
倒
木
寸
前
の
樹
木

が
あ
り
、
市
民
が
事
故
に
巻
き
込
ま
れ
る
危
険
性

が
あ
る
。
管
理
の
責
任
者
は
誰
か
。 

答
（
建
設
部
長
） 

民
有
地
の
樹
木
は
個
人
財
産
で
、
基
本
的
に
は

所
有
者
が
管
理
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
所
有
者
と

連
絡
が
取
れ
な
い
場
合
、
伐
採
の
必
要
性
が
あ
れ

ば
親
戚
や
自
治
会
長
の
方
と
協
議
の
う
え
市
で

対
応
し
て
い
る
。 

問 判
例
に
よ
れ
ば
、
倒
木
が
通
行
人
を
直
撃
し
死

亡
し
た
事
件
で
、
行
政
が
道
路
の
管
理
瑕
疵
、
営

造
物
責
任
を
問
わ
れ
損
害
賠
償
し
た
。
危
険
を
知

ら
せ
る
看
板
だ
け
で
は
瑕
疵
の
予
見
性
を
問
わ

れ
か
ね
な
い
。
倒
木
の
危
険
性
の
あ
る
樹
木
の
伐

採
に
関
し
、
補
助
金
の
創
設
を
提
案
し
た
い
。 

答
（
建
設
部
長
） 

補
助
金
の
創
設
は
考
え
て
い
な
い
。
県
の
説
明

に
よ
れ
ば
、
落
石
事
故
は
（
道
路
）
管
理
者
の
責

任
、
倒
木
事
故
は
所
有
者
の
責
任
と
の
こ
と
で
あ

る
。
判
例
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
か
ら
研
究
し
て
い

く
。 

     

問 林
業
は
、
や
り
方
次
第
で
今
後
の
産
業
の
核
と

も
な
り
得
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。
一
方
、
課

題
の
多
い
こ
と
も
確
か
だ
。
森
林
資
源
の
蓄
積
量
、

樹
齢
分
布
、
課
題
に
つ
い
て
伺
う
。 

答
（
農
林
振
興
部
長
） 

利
用
期
を
迎
え
た
森
林
面
積
は
、
ス
ギ
が
７
割
、

ヒ
ノ
キ
は
３
割
、
松
は
９
割
と
な
っ
て
い
る
。
齢

級
が
進
ん
で
い
る
の
で
、
均
衡
の
と
れ
た
齢
級
構

成
に
誘
導
す
る
必
要
が
あ
る
。
集
約
化
を
推
進
し
、

循
環
型
林
業
を
目
指
し
て
い
く
。 

問 ８
齢
級
（3

5

～4
0

年
生
）
を
過
ぎ
た
森
林
資

源
が
多
く
な
っ
て
い
る
が
、
認
識
と
対
策
に
つ
い

て
伺
う
。 

答
（
農
林
振
興
部
長
） 

利
用
期
を
迎
え
た
森
林
が
多
く
、
若
齢
級
が
少

な
い
。
林
齢
バ
ラ
ン
ス
が
非
常
に
悪
く
な
っ
て
い

る
。
森
林
資
源
の
造
成
や
蓄
積
が
こ
れ
ま
で
の
施

業
だ
っ
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
生
産
、
循
環
へ
の
転

換
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。 

問 高
性
能
林
業
機
械
の
導
入
が
進
め
ら
れ
て
い

る
が
稼
働
率
が
悪
い
。
原
因
と
し
て
路
網
整
備
の

遅
れ
が
影
響
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。 

答
（
農
林
振
興
部
長
） 

路
網
整
備
の
遅
れ
が
原
因
。
施
業
の
集
約
、
効

率
的
な
林
業
を
基
本
に
整
備
を
進
め
る
。 

問 林
業
の
活
性
化
の
た
め
に
は
、
森
林
組
合
と
の

連
携
が
欠
か
せ
な
い
。
今
後
あ
り
方
を
伺
う
。 

答
（
速
水
市
長
） 

市
内
四
地
域
で
森
林
整
備
モ
デ
ル
団
地
事
業

を
行
っ
て
い
る
。
雲
南
市
有
林
を
核
に
隣
接
す
る

民
有
林
を
市
が
長
期
受
委
託
契
約
し
、
雲
南
市
が

一
括
し
て
森
林
組
合
に
信
託
す
る
も
の
で
あ
る
。

森
林
組
合
は
、
施
業
面
積
を
増
や
す
こ
と
で
施
業

計
画
も
実
施
し
や
す
く
な
り
、
ひ
い
て
は
林
業
従

事
者
の
増
加
に
も
つ
な
が
る
。 

問 自
伐
型
林
業
と
い
う
考
え
方
も
あ
る
。
ま
た
、

そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
も
進
め
ら
れ
て
い
る
が

考
え
方
に
つ
い
て
伺
う
。 

答
（
速
水
市
長
） 

そ
う
目
指
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、（
森

林
組
合
な
ど
）
受
け
手
の
大
規
模
化
が
必
要
で
あ

り
、
行
政
と
し
て
支
援
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。 

   

早
い
も
の
で
今
年
も
半
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。 

さ
る
五
月
、
残
念
な
こ
と
に
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
母

親
が
誤
射
さ
れ
る
痛
ま
し
い
事
故
が
発
生
し
ま

し
た
。
幸
せ
を
運
ぶ
と
さ
れ
る
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
、

こ
と
も
あ
ろ
う
に
酉
年
に
一
家
離
散
の
憂
き
目

に
あ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
幸
い
に
も
四
羽
の
ヒ

ナ
は
順
調
に
育
っ
て
い
る
と
の
由
、
一
安
心
で
す
。

再
び
、
雲
南
市
の
上
空
を
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
飛
び
交

う
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。
ま
た
、
上
野
動
物
園
か

ら
は
パ
ン
ダ
の
赤
ち
ゃ
ん
が
誕
生
し
た
と
の
ニ

ュ
ー
ス
が
飛
び
込
ん
で
き
ま
し
た
。
今
年
生
ま
れ

の
赤
ち
ゃ
ん
に
幸
多
か
れ
と
祈
り
ま
す
。 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
た
か
し
） 

 

た
か
っ
さ
ん
の
一
般
質
問 

危
機
管
理
に
つ
い
て 

林
業
の
育
成
策
に
つ
い
て 


